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昼側外部磁気圏におけるコーラスエミッションの統計解析
Statistical analysis of chorus emissions in the dayside outer magnetosphere
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Geotail衛星により昼側外部磁気圏（L 値が 9～10）で観測された周波数スペクトルデータを用いて，コーラスエミッ
ションの統計解析を行なっている．コーラスの非線形成長理論 [1] によると，ライジングトーンの発生・伝搬において，
発生領域で周波数が磁気赤道のサイクロトロン周波数の 0.1～0.7倍で一続きで発生したスペクトルが，磁力線に沿って
伝搬するにつれて，その場の 1/2サイクロトロン周波数の周波数成分が減衰し，アッパーバンドとローワーバンドのデュ
アルバンドに分かれると理論的に報告されている [2]．このとき，ローワーバンドコーラスの上端カットオフ周波数がラ
イジングトーンコーラスの発生領域での 1/2サイクロトロン周波数，アッパーバンドコーラスの下端の周波数が観測点で
の 1/2サイクロトロン周波数となることが考えられる．実際，我々は Geotail衛星搭載の波形捕捉受信器（WFC：Wave
Form Capture）と周波数掃引受信器（SFA：Frequency Sweep Analyzer）により観測されたデュアルバンドコーラス（そ
れぞれ 1例）においてローワーバンドの上端カットオフが発生領域での 1/2サイクロトロン周波数，アッパーバンドの下
端カットオフが観測点での 1/2サイクロトロン周波数とほぼ一致することを示し，ローワーバンドとアッパーバンドが一
連の現象である可能性を示した [3]．

Geotail衛星で観測されるライジングトーンコーラスはほとんどがローワーバンドのみであるが，ときおり，ローワー
バンドとアッパーバンドのデュアルバンドコーラスエミッションが観測されている．本研究では，ライジングトーンの
スペクトルが発生領域での 1/2サイクロトロン周波数を超えて成長し，伝搬することによってデュアルバンドコーラスに
なるための条件を SFAデータを用いて統計的に解析した．Geotail衛星によりコーラスが観測される領域（昼側外部磁気
圏）では太陽活動の影響を受けやすく，磁気圏構造の歪みが異なる．このため，地磁気指数を用いて磁気圏構造の変化を
考慮して，デュアルバンドコーラスの観測位置とその最大波動強度に着目してデュアルバンドとなるための条件を解析し
た．その結果，磁気圏擾乱が大きくなるほどデュアルバンドコーラスの観測位置は朝方に偏っていき，Dst指数が-40よ
り小さくなった時，観測位置は朝方のみになることがわかった．また，観測緯度が高くなると波動強度が大きくなる傾向
が得られた．しかし，これらの結果のみではデュアルバンドとなるための条件を決定づけるには不十分であるため，コー
ラスの周波数や太陽活動も考慮した解析を行う必要がある．発表ではそれらの解析結果についても説明する予定である．
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